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   Ｃ２２Ｂ  23/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/14     (2006.01)
   Ｃ２２Ｂ   3/08     (2006.01)
   Ｃ２２Ｂ   3/44     (2006.01)
   Ｂ０８Ｂ   9/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２２Ｂ   23/00     １０２　
   Ｂ０１Ｄ   53/14     ２００　
   Ｃ２２Ｂ    3/08     　　　　
   Ｃ２２Ｂ    3/44     １０１Ａ
   Ｃ２２Ｂ    3/44     １０１Ｂ
   Ｂ０８Ｂ    9/08     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成31年1月25日(2019.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶液に硫化剤を添加して硫化反応を生じさせた反応容器内に残存する硫化水素を除去す
る残存硫化水素の除去方法であって、
　前記反応容器から前記硫化反応によって生成した工程液を抜き、該工程液を抜いた後の
該反応容器に全容積の３０体積％以上１００体積％以下に相当する量の水を入れて撹拌す
ることによって、該反応容器に付着している硫化水素を含む該工程液を洗浄除去し、
　前記水を抜いた後の前記反応容器に不活性ガスを充填する
　残存硫化水素の除去方法。
【請求項２】
　前記反応容器に入れた水の撹拌時間を、１０分以上とする
　請求項１に記載の残存硫化水素の除去方法。
【請求項３】
　前記溶液は、
　ニッケル酸化鉱石に硫酸を用いて高温高圧下で酸浸出してニッケル及びコバルトを含む
浸出液を得て、該浸出液を中和した後、中和後の浸出液に対して硫化剤による硫化処理を
施して生成したニッケル及びコバルトの硫化物を分離した後に得られる溶液である
　請求項１又は２に記載の残存硫化水素の除去方法。
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